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	ホクコーメテオAAジャンボ
	■種 類 名：ペントキサゾン粒剤
	■有効成分：ペントキサゾン 8.3%
	■化管法指定物質：ペントキサゾン［第１種］ 8.3%
	ドデシル硫酸ナトリウム［第１種］ 1.5%
	■登録番号：第23822号
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■登録初年：2016.09.07
	■性    状：淡褐色細粒、水溶性パック入り
	1パック30g
	■有効年限：3年
	■包    装：300gｘ20袋
	【特長】
	 １つの有効成分で幅広い雑草に有効な初期剤。
	 植代後または移植直後に使用可能。
	 ＳＵ剤抵抗性雑草にも高い効果を示す。
	【適用内容】(2024年11月末日現在)
	【効果・薬害等の注意】
	【安全使用上の注意】

	ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝを
	本剤の
	含む農薬の
	使用方法
	使用量
	使用時期
	適用雑草名
	作物名
	使用回数
	総使用回数
	水口施用
	植代後～移植前7日
	又は
	小包装(パック)
	又は
	一年生雑草
	２回以内
	水田に小包装
	１回
	10個(300g)
	移植直後～ノビエ１葉期
	マツバイ
	移植水稲
	(パック)のまま
	/10a
	但し、
	ホタルイ
	投げ入れる。
	移植後30日まで

